
「
親
の
教
育
費
重
く
、
老
後
心
配
」�

韓
国

「
日
本
の
ご
み
分
別
に
感
心
し
た
」�

比
国

「
買
い
物
単
位
５
０
０ｇ
が
基
本
」�

中
国
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今月の一言
「
真
実
は
権
力
よ
り
強
い
」

本
田
宗
一
郎

も
り
や
ま
タ
イ
ム
ス

個
々
人
に
個
性
が
あ
る

よ
う
に
国
に
も
お
国
柄
が

あ
る
よ
う
だ
。
海
外
旅
行

し
て
日
本
と
違
う
風
習
や

礼
儀
作
法
で
戸
惑
う
こ
と

が
多
い
。
事
前
に
旅
行
先

の
国
情
や
生
活
状
況
を
知

る
の
も
旅
を
楽
し
く
さ
せ

る
コ
ツ
だ
ろ
う
。

野
洲
市
国
際
協
会
が
こ

の
ほ
ど
、
日
本
語
教
室
で

学
ぶ
３
人
の
外
国
人
を
講

師
に
招
い
て
「
母
国
と
日

本
の
違
い
」
に
つ
い
て
話

し
た
。

「
日
本
と
中
国
の
違
い
」

に
つ
い
て
話
し
た
中
国
河

北
省
出
身
の
韓
沖
さ
ん

（
20
）は
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
日
本
に
き
て
１
年
半
、

日
本
語
が
お
上
手
な
の
で

驚
い
た
。
韓
さ
ん
は
「
中

国
人
は
赤
い
色
が
好
き
で
、

め
で
た
い
色
。
国
旗
や
パ

ス
ポ
ー
ト
、紙
幣
も
赤
い
」

と
毛
沢
東
の
肖
像
入
り
の

元
の
紙
幣
を
示
し
な
が
ら

説
明
し
た
。
ま
た
消
防
車

も
赤
色
で
日
本
と
同
じ
だ

が
、郵
便
局
は「
郵
政
局
」

「
郵
電
局
」
と
い
い
、
郵

便
ポ
ス
ト
や
看
板
職
員
の

帽
子
な
ど
は
緑
色
と
い
う
。

国
花
は
「
桜
と
菊
」
の

日
本
に
対
し
中
国
は
「
ボ

タ
ン
」。
中
国
の
紙
幣
に

も
ボ
タ
ン
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
韓
さ
ん
は
「
中
国

人
は
大
き
い
も
の
が
大
好

き
で
す
」
と
い
う
。
そ
の

一
つ
に
小
売
店
で
買
い

物
す
る
計
量
単
位
が
１

斤
（
５
０
０
ｇ
）
が
基
本
。

日
本
で
は
１
０
０
ｇ
が
基

本
で
大
き
な
違
い
。
中
国

で
は
竿
秤
が
今
も
健
在
だ

と
い
う
。

食
べ
物
に
つ
い
て
中
国

人
は
生
卵
は
一
切
食
べ
な

い
。
揚
げ
物
が
多
く
、
日

本
で
は
病
人
が
食
べ
る
こ

と
の
多
い
お
粥
（
か
ゆ
）

は
毎
日
食
べ
る
と
の
こ
と
。

二
番
目
に
登
場
し
た
山

本
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
。
日
本

人
と
結
婚
し
て
滞
在
4
年

目
。
日
本
の
小
学
校
で
ゲ

ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
を
し
て

い
る
。
日
本
語
は
難
し
く

標
準
語
の
ほ
か
に
、
滋
賀

弁
や
野
洲
弁
が
あ
り
混
乱

す
る
と
い
う
。
例
え
ば 

「
ほ
う
か（
そ
う
な
の
か
）」

は
、「
あ
ほ
か
」
と
聞
こ

え
て
叱
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
と
笑
い
を
誘
っ
た
。
ま

た
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
の
分
別
に
感
心

し
、
日
本
人
の
行
儀
の
よ

さ
に
も
教
え
ら
れ
た
。
映

像
で
み
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
互
い
に
助
け
合
う

人
々
の
姿
に
感
動
し
た
と

い
う
。

一
方
、
物
価
は
日
本
は

高
く
、
コ
ー
ヒ
ー
缶
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
は
25
円
。
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
は
飲
み
の
も

や
ポ
テ
ト
の
3
点
セ
ッ
ト

で
１
０
０
円
。

最
後
に
登
場
し
た
キ

ム
・
ヒ
ョ
ス
さ
ん
は
韓
国

出
身
。
宣
教
師
と
し
て
来

日
中
。
韓
国
は
教
育
熱
心

で
、
大
学
や
大
学
院
を
目

指
す
若
者
や
留
学
生
が
多

い
。
し
か
し
、
キ
ム
さ
ん

は
「
教
育
に
か
か
る
費
用

の
全
て
が
親
の
負
担
。
親

の
老
後
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ア

「
今
秋
に
も
守
山
市
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
市
会
議
員
の
報
酬

（
月
額
）
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
」。
市
内
に
住
む

中
年
の
女
性
か
ら
お
尋
ね

が
あ
り
、
調
べ
て
み
ま
し

た
。
他
都
市
で
も
こ
の
議

員
報
酬
が
社
会
問
題
化
し

て
い
る
た
め
、
関
心
を
も

た
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

先
の
統
一
地
方
選
挙
で

も
、
議
員
報
酬
や
政
務
調

査
費
の
削
減
を
公
約
に
し

た
候
補
者
が
当
選
を
果

た
し
、
大
阪
府
や
大
阪

市
、
名
古
屋
市
で
議
会
構

成
の
第
一
党
を
占
め
ま
し

た
。
地
方
政
党
の
「
減
税

日
本
」
代
表
の
河
村
た
か

し
名
古
屋
市
長
は
「
日
本

の
議
員
は
、
世
界
一
の
報

酬
を
も
ら
い
こ
の
甘
い
汁

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
家
業
に

し
て
い
る
御
仁
も
い
る
」

と
あ
る
週
刊
誌
で
批
判
し

て
い
ま
す
。
そ
の
言
動
は

と
も
か
く
、
議
員
報
酬
は

税
の
あ
り
方
を
問
い
か
け

検
証
す
る
動
き
の
表
れ
で

し
ょ
う
。

さ
て
、
冒
頭
の
質
問
に

お
答
え
す
る
た
め
守
山
市

議
会
事
務
局
で
話
を
聞
き

ま
し
た
。

守
山
市
の
市
会
議
員
の

報
酬（
月
額
）は
、
議
長
49

万
２
千
円
、
副
議
長
42
万

２
千
円
、
議
員
38
万
２
千 

円
。期
末
手
当（
ボ
ー
ナ
ス
）

を
含
め
る
と
年
収
約
６
０

０
万
円
（
昨
年
の
平
均
）。

近
隣
の
市
に
比
べ
る
と

野
洲
市
の
議
長
は
43
万
円
、

副
議
長
36
万
円
、
議
員
35

万
円
。
栗
東
市
は
議
長
40

万
円
、
副
議
長
34
万
円
、

議
員
31
万
円
。
草
津
市
は

議
長
56
万
９
千
円
、
副
議

長
50
万
２
千
円
、
議
員
45

万
２
千
円
。

議
員
の
報
酬
は
市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
、
公
共
的

団
体
の
代
表
者
や
学
識
経

験
者
ら
10
人
に
よ
る
「
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
」
で
、

社
会
経
済
情
勢
を
か
ん
が

み
決
定
し
て
い
ま
す
。
各

市
の
比
較
か
ら
み
ま
す
と
、

人
口
規
模
に
応
じ
て
報
酬

額
が
算
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
一
方
、
政
務
調

査
費
は
守
山
市
の
場
合
、

議
員
１
人
当
た
り
25
万
円

（
年
額
）
で
会
派
を
通
じ

て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
議
員
報
酬
の
多

寡
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た

統
一
地
方
選
挙
で
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
一
つ
に
も
な
り

ま
し
た
。

名
古
屋
市
の
場
合
、
議

員
報
酬
が
期
末
手
当
を
含

め
る
と
年
額
１
６
０
０
万

円
な
り
、
こ
れ
を
半
額
す

る
と
い
う
河
村
市
長
公
約

の
「
減
税
日
本
」
が
市
会

議
員
選
挙
で
圧
勝
、
第
一

党
を
占
め
た
勢
い
で
市
議

会
で
提
案
し
可
決
さ
れ
、

こ
の
５
月
か
ら
実
施
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
６
月
議
会
で
は
、「
特

別
扱
い
」（
当
分
の
間
）

を
恒
久
化
を
目
指
す
構
え

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

福
島
県
矢
祭
町
の
よ
う

に
議
員
報
酬
を
「
日
当
手

当
て
」「
日
割
り
計
算
」

で
支
給
す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

昨
年
12
月
に
施
行
し
た

守
山
市
議
会
の
「
議
会
基

本
条
例
」
に
も
議
員
報
酬

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
行
財
政
改
革
の
視
点
及

び
他
市
と
の
比
較
だ
け
で

な
く
、市
民
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
市
政
の
現
状
、課
題
、

将
来
の
予
測
、展
望
を
十

分
に
考
慮
し
た
も
の
と
す

る
と
う
た
って
い
ま
す
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
も

守
山
市
会
議
員
選
挙
を
契

機
に
、
議
員
報
酬
や
議
員

定
数
の
問
題
も
含
め
検
討

す
る
良
い
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

代
か
ら
続
く
家
訓
が
あ
る
。

「
石
の
声
を
聞
け
！
」。
単

純
明
快
な
修
行
の
哲
学
だ
。

石
の
心
を
つ
か
む
に
は
約

10
年
か
か
っ
た
と
い
う
粟

田
さ
ん
。
当
初
「
石
が
な

ぜ
言
葉
を
発
す
る
の
か
」

と
自
問
自
答
し
た
が
、
年

を
重
ね
る
ご
と
に
「
我

を
捨
て
る
」「
石
と
の
対

話
」「
石
の
座
り
方
を
知

る
」
な
ど
一
つ
一
つ
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。

◇
石
に
一
切
、
手
を
加

え
ず
自
然
の
石
を
そ
の
ま

ま
活
か
す
技
法
は
、
個
性

を
阻
み
思
想
も
統
一
さ
れ

る
現
代
社
会
に
は
、
反
骨

と
も
い
え
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

こ
の
技
法
を
頑
な
に
踏
襲

す
る
石
工
集
団
。
滋
賀
に

唯
一
あ
る
古
式
技
法
を
守

り
育
て
る
文
化
を
全
国
に

発
信
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

◇
日
本
で
世
界
で
、
滋

賀
県
が
誇
れ
る
も
の
は
ー

と
問
わ
れ
た
ら
「
穴
太
衆

積
み
」
と
呼
ば
れ
る
石
積

み
の
技
法
を
推
挙
し
た
い
。

大
津
市
坂
本
の
里
坊
を
拠

点
に
中
世
か
ら
の
遺
産
が

今
も
な
お
生
き
続
け
て
い

る
。
自
然
石
を
使
い
バ
ラ

ン
ス
よ
く
積
み
上
げ
る
こ

の
石
積
み
は
、
堅
固
さ
の

中
に
美
し
さ
を
秘
め
て
い

る
。
戦
国
時
代
に
多
く
の

武
将
た
ち
が
好
ん
で
、
城

郭
の
母
体
に
築
い
て
き
た
。

◇
信
長
が
天
下
統
一
に

向
け
て
築
い
た
安
土
城
、

�

　
守
山
春
秋

守
り
た
い
穴
太
衆
積
み

�

継
承
者
は
た
だ
一
人

ア
ジ
ア
三
国
の

�

お
国
柄
を
拝
見 議会は意思決定者といわれるが……

（守山市議会会議場）

守山市会議員選挙に向けて②

議員報酬や政務調査費は?
９月25日告示

湖
南
各
市
、
人
口
規
模
で
割
り
出
す

�

名
古
屋
市
は
半
減
し
、
恒
久
化
の
動
き

メ
リ
カ
の
よ
う
に
子
供
の

自
立
心
や
独
立
心
を
育

て
る
こ
と
が
大
事
で
す
」。

韓
国
も
日
本
と
同
じ
よ
う

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

と
韓
国
事
情
を
語
っ
た
。

日
本
語
は
難
し
い
と
語
る

�

山
本
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん

家
康
ら
の
徳
川
将
軍
の
居

城
と
し
た
江
戸
城
、
秀
吉

が
防
御
と
威
厳
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
た
大
坂
城
な
ど
。

西
日
本
を
中
心
に
現
存
す

る
全
国
の
城
郭
の
約
8
割

が
こ
の
穴
太
衆
が
築
い
た

石
積
み
で
あ
る
。
３
・
11

の
あ
の
東
日
本
大
地
震
や

巨
大
津
波
に
も
鳴
山
城

（
福
島
県
田
島
町
）
な
ど

東
北
地
方
の
城
は
残
っ
た
。

◇
し
か
し
、
穴
太
衆
積

み
の
古
式
技
法
を
現
代
に

踏
襲
す
る
石
工
集
団
は
、

い
ま
や
一
軒
の
み
と
な
っ

た
。
大
津
市
に
住
む
穴
太

衆
第
14
代
目
の
石
匠
・
粟

田
純
司
さ
ん
と
そ
の
家
族
。

粟
田
さ
ん
は
現
在
、
文
化

財
石
垣
保
存
技
術
協
議
会

代
表
。
05
年
に
黄
綬
褒
章

を
受
章
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

安
土
城
天
主
台
、
彦
根
城
、

浜
松
城
、
高
知
城
、
岩
国

城
な
ど
全
国
16
城
の
石
積

み
に
関
わ
っ
て
き
た
。
社

寺
や
民
家
の
石
垣
を
含
め

る
と
、
業
績
は
数
多
い
。

◇
粟
田
家
に
は
今
も
先

守
山
市
教
育
委
員
会
は

7
月
1
日
の
「
び
わ
湖
の

日
」
に
ち
な
み
、
学
校
給

食
に
湖
の“
小
鮎
の
飴
煮
”

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、

６
月
17
日
に
市
内
の
９
小

学
校
で
実
施
し
た
。
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
毎

月
1
回
、
滋
賀
の
日
や
び

わ
湖
の
日
な
ど
テ
ー
マ
を

設
け
て
地
元
産
の
食
材
を

献
立
て
に
活
用
す
る
。
市

教
委
で
は
「
６
月
は
び
わ

湖
産
品
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
び
わ
湖
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
、
関
心
を
も
っ
て

ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

び
わ
湖
の
日
に
ち
な
み

�

学
校
給
食
に
小
鮎
飴
煮

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

�
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琵
琶
湖
の
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
す
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
外
来

魚
は
、
駆
除
後
の
有
効
利

用
が
い
ろ
い
ろ
考
案
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
中

で
最
近
、
近
江
八
幡
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
漁
業
組
合

が
合
同
で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
バ
ス

コ
ロ
ッ
ケ
」
を
開
発
し
、

販
売
し
た
。

一
口
サ
イ
ズ
の
た
こ
焼

き
風
の
コ
ロ
ッ
ケ
で
、
名

古
屋
市
で
開
か
れ
た
「
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く
な
ど

注
目
さ
れ
て
い
る
。
邪
魔

物
扱
い
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

が
、
お
い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ

に
加
工
さ
れ
た
創
造
力
が

評
価
さ
れ
た
。
目
指
す

は
「
琵
琶
湖
名
産
品
」
へ
。

ま
ず
は
県
民
に
愛
さ
れ
る

一
品
に
し
た
い
と
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
。

企
画
・
開
発
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
近
江
八
幡
市
中
間

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

の
土
田
滋
男
さ
ん
と
沖
島

漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
の
森
田
正
行
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

◇

Ｑ
　
バ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
を
つ

く
ら
れ
た
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

琵
琶
湖
に
は
外
来
魚

が
増
え
続
け
て
い
る
。
沖

島
漁
業
組
合
で
は
１
３
０

人
の
漁
師
仲
間
が
湖
魚
で

生
計
を
立
て
て
い
る
が
、

以
前
い
た
モ
ロ
コ
な
ど
の

固
有
魚
が
少
な
く
な
る
一

方
、
外
来
魚
が
増
え
続
け

て
漁
師
は
最
盛
期
の
３
分

の
１
に
激
減
し
た
。
こ
の

た
め
増
え
続
け
る
外
来
魚

の
活
用
法
が
課
題
だ
っ
た
。

中
で
も
コ
ロ
ッ
ケ
は
手
軽

な
食
卓
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
り
こ
こ
に
着
目
し
た
。

Ｑ
　
漁
組
で
は
年
間
ど
れ

く
ら
い
の
バ
ス
が
獲
れ
る

の
で
し
ょ
う
。

Ａ　

沖
島
だ
け
で
年
間
約

60
ト
ン
。
滋
賀
県
全
体
で

年
間
約
４
５
０
ト
ン
の
バ

ス
が
と
れ
る
。

Ｑ
　
外
来
魚
を
撲
滅
さ
せ

る
た
め
、
滋
賀
県
で
も
漁

業
組
合
を
通
じ
て
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
ね
。

Ａ　

県
も
湖
の
生
態
系
に

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
駆

除
を
進
め
て
お
り
漁
業
組

合
を
通
じ
て
１
キ
ロ
４
円

で
買
い
上
げ
て
く
れ
る
。

し
か
し
価
額
的
に
し
ん
ど

い
面
が
あ
り
独
自
の
開
発

力
が
試
さ
れ
て
い
た
。

Ｑ
　
と
っ
た
バ
ス
は
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
有
効

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

沖
島
で
は
２
年
前
か

ら
ぺ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
も
活

用
し
て
い
る
。
バ
ス
は
ス

ズ
キ
科
の
高
級
魚
。
白
身

で
淡
白
な
美
味
な
た
め
ア

メ
リ
カ
で
は
、
フ
ラ
イ
や

バ
タ
ー
焼
き
、
ム
ニ
エ
ル

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
　
滋
賀
県
内
で
の
活
用

法
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

琵
琶
湖
博
物
館
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
バ
ス
天

丼
や
バ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
あ

り
、
珍
し
さ
も
あ
っ
て
人

気
を
呼
ん
で
い
る
。
神
奈

川
県
の
芦
の
湖
で
は
、
バ

ス
を
天
ぷ
ら
に
し
て
天
丼

な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ
　
バ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
を
賞

味
し
た
が
、
お
い
し
い
で

す
ね
。

Ａ　

バ
ス
を
す
り
身
に
し

て
オ
カ
ラ
と
ク
リ
ー
ム
ミ

ル
ク
を
加
え
て
、
油
で
揚

げ
る
。
コ
シ
ョ
を
効
か
し

た
ス
パ
イ
ス
で
味
付
け
。

若
者
た
ち
に
も
受
け
て
い

る
。
市
内
の
す
し
店
の
料

理
長
に
依
頼
し
て
つ
く
っ

た
も
の
だ
。
試
食
会
で
は

「
食
べ
や
す
い
」「
外
来
魚
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し

て
お
い
し
い
」
と
市
民
に

受
け
た
。
自
信
を
も
っ
た
。

Ｑ
　
こ
の
コ
ロ
ッ
ケ
が
、

名
古
屋
市
の
大
会
で
最
高

の
賞
を
受
け
た
よ
う
で
す

ね
。

Ａ　

昨
年
12
月
、
名
古
屋

市
内
で
開
か
れ
た
「
第
５

回
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
出
品
し
て
、
最
優
秀

賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
獲

得
し
た
。
こ
れ
は
財
団
法

人
中
部
産
業
、
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主
催

す
る
年
一
回
の
大
会
。
中

部
地
方
を
中
心
に
全
国
か

ら
約
20
団
体
が
参
加
し
た
。

審
査
員
ら
は
「
外
来
魚
と

オ
カ
ラ
と
い
う
、
い
わ
ば

邪
魔
物
扱
い
に
し
て
い
る

二
つ
の
素
材
を
う
ま
く
活

用
し
て
創
作
し
た
」
と
高

い
評
価
を
受
け
た
。

Ｑ
　
今
後
は
、
こ
の
バ
ス

コ
ロ
ッ
ケ
を
ど
う
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

ま
ず
は
、
外
来
魚
の

駆
除
と
い
う
環
境
面
の
ほ

か
、
島
の
活
性
化
や
観
光

面
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

Ｑ
　
バ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
を
県

外
に
販
路
を
拡
大
す
る
予

定
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ　

こ
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
滋

賀
県
以
外
に
販
売
す
る
予

定
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、

琵
琶
湖
の
コ
ロ
ッ
ケ
に
こ

だ
わ
り
た
い
。
先
輩
格
の

神
戸
コ
ロ
ッ
ケ
が
他
府
県

に
進
出
し
て
失
敗
し
た
例

が
あ
る
。
今
後
は
学
校
給

食
や
団
体
施
設
の
給
食
に

活
路
を
広
げ
た
い
。
す
で

に
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
や
タ
ウ
リ
ン
な
ど

の
栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
、

老
人
介
護
施
設
か
ら
の
引

き
合
い
が
あ
り
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
外
来
魚
は
将

来
的
に
も
有
望
な
食
材
で

あ
る
。

え
ん
魔
堂
公
園
に
緑
を

�

市
民
が
芝
生
苗
植
え

琵琶湖の外来魚、有効利用へ

“バスコロッケ”開発し販売
全国のコンテストで最優秀賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
近
江
八
幡
市
中
間
支
援
セ
ン
タ
ー

沖
島
漁
業
協
同
組
合

に
聞
く

事
務
局
長

土
田
滋
男
さ
ん

代
表
理
事

組
合
長

森
田
正
行
さ
ん

イ
ベ
ン
ト
会
場
で

�

人
気
呼
ぶ
バ
ス
コ
ロ
ッ
ケ

鹿
嶋
神
社
の
境
内
を

�

清
掃
す
る
住
民
た
ち

今
秋
11
月
の
オ
ー
プ
ン

を
前
に
守
山
市
の
都
市
公

園
・
え
ん
魔
堂
公
園
で
6

月
14
日
午
前
9
時
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
愛
好

者
が
、
芝
ポ
ッ
ト
苗
の
植

樹
を
し
た
。

公
園
内
の
一
角
に
、
常

設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
が
出
来
る
の
に
伴

い
、
市
の
呼
び
か
け
に
応

じ
た
守
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
会
員
約
90
人

が
集
っ
た
。

公
園
内
は
現
在
、
完
成

に
向
け
造
成
中
だ
が
、
会

員
ら
は
コ
ー
ス
の
予
定
地

約
７
０
０
平
方
米
に
用
意

さ
れ
た
芝
生
苗
約
２
８
０

０
個
を
、
50
セ
ン
チ
間
隔

で
一
株
ず
つ
植
え
つ
け

た
。
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
の
武
富
寛
幸
会
長

は
「
守
山
学
区
初
め
て
の

常
設
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
出

来
る
の
で
う
れ
し
い
。
会

員
も
増
え
て
お
り
仲
間
の

親
睦
と
健
康
管
理
に
役
立

て
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
た
。

こ
の
え
ん
魔
堂
公
園

は
、
昭
和
45
年
の
市
施
行

時
に
都
市
計
画
さ
れ
た
懸

案
事
業
で
、
平
成
15
年
度

に
国
の
補
助
を
受
け
都
市

公
園
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

面
積
は
約
２
３
０
０
平
方

米
。市

で
は
、
ゆ
と
り
や
憩

い
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
の
場
に
活
用
す
る一方
、

災
害
時
の
防
災
空
間
や
避

難
場
所
の
役
割
も
担
う
。

ま
た
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
手
づ
く
り
公
園
を
目
指

し
て
お
り
、
芝
生
植
樹
に

市
民
の
協
力
を
願
っ
た
。

18
日
に
は
、
公
園
周
辺

の
地
域
住
民
の
親
子
ら
が

「
子
ど
も
広
場
や
幼
児
広

場
」
の
約
４
０
０
平
方
米

に
１
６
０
０
ポ
ッ
ト
の
芝
生

苗
を
植
え
つ
け
た
。

一
株
一
株
の
芝
生
苗
を
植
え
る

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者

住
民
が
ア
ジ
サ
イ
育
成

　
立
田
町
の
鹿
嶋
神
社

　
　
　
音
楽
祭
も
開
催

ア
ジ
サ
イ
神
社
と
し
て

知
ら
れ
る
守
山
市
立
田
町

の
鹿
嶋
神
社
で
６
月
１

日
、
地
域
住
民
が
コ
ン

サ
ー
ト
を
前
に
先
の
台
風

で
倒
れ
た
境
内
の
木
や
竹

を
伐
採
し
た
り
、
周
辺
の

美
化
整
備
に
汗
を
流
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

雨
に
た
た
ら
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
住
民
で
つ
く
る「
鹿

嶋
鎮
守
の
森
愛
好
会
」（
堤

保
代
表
）
の
約
10
人
が
参

加
し
た
。
境
内
や
参
道
に

は
挿
し
木
な
ど
で
増
や
し

た
ア
ジ
サ
イ
が
、
ス
ク
ス

ク
と
成
長
し
今
で
は
約
８

０
０
株
の
１
１
０
種
が
色

と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ

る
。同

神
社
の
ア
ジ
サ
イ
づ

く
り
は
、
平
成
19
年
正
月

に
住
民
た
ち
が
「
鎮
守
の

森
整
備
事
業
」
を
氏
子
総

会
で
決
め
て
以
来
、
団
塊

の
世
代
を
中
心
に
活
動
の

輪
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
３
年

前
か
ら
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き

誇
る
６
月
末
に
「
木
も
れ

陽
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
、
今
年
は
６
月
26
日
午

後
２
時
か
ら
境
内
で
東
近

江
市
の
歌
手
・
増
田
こ
ま

え
さ
ん
（
伴
奏
・
古
川
幸

雄
さ
ん
）
を
招
き
、「
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
」「
い
い
日
旅

立
ち
」
な
ど
数
十
曲
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
神
社
の
森
に

こ
だ
ま
し
た
。

広
報
担
当
の
岸
井
千
里

さ
ん
（
興
願
寺
住
職
）
は

「
こ
の
活
動
の
お
蔭
で
、

邪
馬
台
国
近
江
説

守
山
で
ま
ち
お
こ
し

守
山
商
工
会
議
所
青
年

部
は
「
邪
馬
台
国
近
江
説

特
別
委
員
会
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
ま
ち
の
活
性
化

に
乗
り
出
し
た
。

弥
生
時
代
を
中
心
に
古

代
の
守
山
は
、
ク
ニ
の
中

枢
部
が
あ
っ
た
可
能
性
は

高
く
、
伊
勢
遺
跡
や
下
之

郷
遺
跡
、
服
部
遺
跡
な
ど

多
く
の
弥
生
遺
跡
が
点
在

す
る
。
昨
年
、
地
元
の
古

代
史
研
究
家
の
澤
井
良
介

氏
や
東
京
の
後
藤
聡
一
氏

が
相
次
い
で
「
邪
馬
台
国

近
江
説
」（
題
名
）
を
出

版
し
た
。「
守
山
に
あ
の

卑
弥
呼
が
い
た
の
！
」
と

古
代
ロ
マ
ン
が
広
が
っ
た
。

同
青
年
部
は
、
守
山
の

弥
生
文
化
に
光
を
当
て
、

地
域
活
性
化
に
役
立
て
よ

カ
ナ
リ
ヤ
保
育
園
（
守

山
二
丁
目
）
に
、
あ
の

“
ピ
カ
チ
ュ
ウ
”
が
や
っ

て
き
た
。
株
式
会
社
ポ
ケ

モ
ン
（
東
京
都
港
区
）
が

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
し

う
と
、
卑
弥
呼
を
中
心
に

す
え
て
事
業
計
画
を
進
め

て
い
る
。

ま
ず
、
市
民
の
啓
蒙
が

先
決
と
し
て
、“
卑
弥
呼

バ
ッ
チ
”
を
配
布
す
る
の

を
は
じ
め
「
守
山
夏
祭

り
・
卑
弥
呼
コ
ン
テ
ス

ト
」（
７
月
30
日
）「
ド

ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
」

（
８
月
21
日
）「
抱
き
し
め

て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」（
11

月
６
日
）「
伊
勢
町
文
化

祭
」（
同
）「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
全
国

の
保
育
園
や
幼
稚
園
を
対

象
に
15
万
人
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

図
っ
て
い
る
。（
写
真
）

６
月
24
日
に
訪
れ
た
同
園

で
は
、
ホ
ー
ル
に
約
２
０

０
人
の
園
児
が
集
い
、
ピ

カ
チ
ュ
ウ
や
お
姉
さ
ん
と

ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。
遊

び
な
が
ら
「
友
達
と
仲
良

く
」「
水
を
大
切
に
」
な

ど
ピ
カ
チ
ュ
ウ
と
約
束
を

か
わ
し
た
。
ま
た
、
東
北

の
被
災
地
に
花
の
種
や
絵

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と

も
決
ま
っ
た
。

地
域
住
民
の
交
流
が
盛
ん

に
な
っ
た
」
と
成
果
を
話

し
て
い
た
。
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ポ
ケ
モ
ン
は
任
天
堂
・
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ゲ
ー
ム
フ
リ
ー
ク
の
登
録
商
標
で
す
。

旬
の
話

　
　
　
　
　
　
が
来
た
よ

　
　
　
カ
ナ
リ
ヤ
保
育
園

ピ
カ
チ
ュ
ウ


